
福井県の脱炭素化への取組み

令和6年6月6日
福井県エネルギー環境部



１ 福井県を取り巻く現状

２ 福井県の取組み
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福井県における気候変動の影響

○福井市の年平均気温はこの100年で約1.6℃上昇している。

○福井地方気象台の発表によると、今以上の温暖化対策を取らなかった場合、21世紀末に4.4度気温が上昇するとしている。

■福井市のこれまでの気温の変化 ■福井県の気候変動（今以上の温暖化対策を取らなかった場合）

20世紀末 21世紀末 増減

年平均気温 14.3度 18.7度 4.4度上昇

猛暑日 2日 30日 28日増

真夏日 36日 91日 55日増

熱帯夜 8日 63日 55日増

冬日 42日 1日 41日減

年最深積雪
60㎝

（福井市）
12㎝ 80％減

出典）福井地方気象台「福井県の気候変動」
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福井県の温室効果ガスの排出状況

○本県は排出削減が順調に進んでいるが、国目標（2030年度△46%）の水準に達するには抜本的な対策が必要

○福井県の温室効果ガスの部門別構成比率は国とほぼ同じ。やや家庭部門での排出量が多い。

■県内の温室効果ガスの排出量の現状 ■温室効果ガスの部門別構成比率（2019年度）

■温室効果ガス部門別排出量
(千t-CO2)

2013年度 2019年度 2013年度比

CO2

産業部門 3,127  2,720 △13.0%
運輸部門 1,676 1,608 △4.1%
家庭部門 2,018 1,451 △28.1%
業務部門 1,760 1,434 △18.5%

その他CO2・その他ガス 1,513 1,515 0.0%

総排出量 10,094 8,728 △13.5%

森林吸収源 - 796 -

総排出量
（森林吸収後）

10,094 7,932 △21.4%
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福井県の再生可能エネルギーの導入状況

○県内の再生可能エネルギーの導入量は、太陽光発電を中心に増加傾向にある。

○ただし、全国的に見ると太陽光発電のFIT導入量は極めて低く、再生可能エネルギー全体の導入も低い。
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■本県の再生可能エネルギー（FIT）導入量推移（R5.8資源エネルギー庁公表） ■本県の全国におけるFIT導入量順位（R5.8資源エネルギー庁公表数値より県算出）

太陽光発電（住宅） 全国46位

太陽光発電（非住宅） 全国46位

風力発電 全国26位

中小水力発電 全国23位

バイオマス 全国30位

全体導入量 全国47位
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１ 福井県を取り巻く現状

２ 福井県の取組み
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福井県環境基本計画（主な取組み）

○2050年の温室効果ガス排出実質ゼロ、2030年度の温室効果ガス排出量（2013年度比）49％削減を目指す

○温暖化対策として、エネルギー源の転換、省エネの推進を二本柱とし、各部門の排出削減を強力に推進

○再生可能エネルギーについては、地域資源を活用し、自然環境への配慮や地域住民の理解を得ながら導入拡大

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
転
換

【家庭部門】

・ZEHなど次世代住宅の啓発活動

・太陽光発電を備えたスマートタウン整備など市町の取組みを支援

【運輸部門】

・ガソリン車から次世代自動車（EV・PHV・FCV）への転換支援

・EV充電インフラなど次世代自動車の利用環境整備を支援

・県・市町における次世代自動車の率先導入、イベントでの

利活用による普及広報

【産業・業務部門】

・工場等における企業の太陽光発電および蓄電池の導入を支援

・ふくいオープンイノベーション推進機構において、省エネや

再エネも含めた脱炭素連技術分野における技術開発を支援

・水素製造・発電実証プラントの整備・活用、水素・アンモニア

の地域企業の利用促進

省
エ
ネ
の
推
進

再
エ
ネ
の
導
入
拡
大 6

【家庭部門】

・節電を中心とした省エネ県民運動を展開（省エネ家電への買替

促進、節電キャンペーンの開催など）

【運輸部門】

・公共交通機関の利用などスマートムーブの取組みを推進

・海上輸送など企業のモーダルシフトを支援

【産業・業務部門】

・業種別省エネガイドラインを活用した企業の省エネ活動の普及

・企業の省エネ・省CO2設備の導入を促進

・カーボンニュートラル推進企業の表彰

・太陽光発電や陸上風力発電などの再生可能エネルギーを、

自然環境に配慮し、地域住民の理解を得ながら導入

・市町と連携し、地域資源を活用した小水力発電等の導入を支援

・洋上風力発電について、漁業者をはじめとする関係者の理解を

得ながら推進



企業の太陽光・蓄電池設備導入促進事業補助金
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エネルギー源の転換 産業部門 募集中

（1）申請期間
令和6年4月15日～令和6年7月31日

（2）補助対象者
県内に1年以上事業所を有する民間事業者 など

（3）補助要件
太陽光発電設備および蓄電池設備をセット導入、
もしくは太陽光発電設備を単独で導入すること 等

（4）補助金額
太陽光発電設備 最大500万円（蓄電池セット5万円/kW

太陽光単独 3万円/kW）

蓄電池設備 最大630万円（蓄電池価格の1/3）



住宅の太陽光・蓄電池設備導入促進事業補助金
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エネルギー源の転換 家庭部門 募集中

（1）申請期間
令和6年5月1日～令和6年7月31日

※詳細はお住いの市町にお問い合わせください。

（2）補助要件
太陽光発電設備および蓄電池設備をセット導入、
もしくは太陽光発電設備を単独で導入すること 等

（3）補助金額
太陽光発電設備 最大35万円（蓄電池セット7万円/kW

太陽光単独 5万円/kW）

蓄電池設備 最大25.5万円（蓄電池価格の1/3）



次世代自動車普及促進事業補助金
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エネルギー源の転換 運輸部門 募集中

（1）申請期間
令和6年4月15日～令和7年3月31日

（2）補助対象者
県内に住所を有する個人、個人事業者、法人 など

（3）補助要件
令和6年4月1日以降に国補助金の交付決定を
受けていること など

（4）補助金額
EV・PHV 定額10万円
FCV 定額50万円



企業における省エネ設備等導入支援事業補助金
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省エネの推進 産業部門 募集中

（1）申請期間
令和6年5月29日～11月29日（2次募集）

（2）補助対象者
福井県内に事業所を有する中小企業者であり、
製造業者および商業・サービス事業者であること

（3）補助対象設備
調光機能を有するLED照明、既存機器に対して
30％以上の省CO2効果のあるLED照明・空調機器・
給湯機器・生産設備

（4）補助内容
補助率1/2、補助上限額600万円 など



省エネ家電購入応援キャンペーン

11

省エネの推進 家庭部門 事業期間中

（1）キャンペーン期間
令和6年4月15日～令和6年9月30日

（2）対象者
福井県内に居住し、キャンペーン対象店舗で、

○省エネ性能★3.0以上かつ税込10万円以上の
エアコン・冷蔵庫を購入した方

○省エネ性能★4.0以上かつ税込20万円以上の
エコキュートを購入した方

（3）キャンペーン内容
購入時に2万円/4万円の「ふくいはぴコイン」
チャージ券を進呈



カーボンニュートラルに向け取り組む企業への応援
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ご清聴ありがとうございました
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